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ペット動物(犬)が同伴する際のヒトの局所脳活動の
変化 : [18F]FDG-PET研究
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の 14人の健常被験者（男性 2人、女性 12人）が今回の研究に割り当てられた。
被験者は、1 日 2 回（1 回目スキャンで平均 37.7MBq、2 回スキャンで平均
74.5MBq）の[18F]FDG-PET 検査を受けた。ペット犬が同伴した場合(Task"with 













































がある。近年、人の自律神経活動の役割を in vivo で測定することが重視されて













一方、ポジトロン放出断層法（positron emission tomography: PET）は in vivoで
ヒトの脳活動を観察する画像診断装置として開発され、過去 30年間の間に生物
医学研究における有効な画像診断法として確立された。4) 5) 6) 7) 




















































































よび心尖部上 (左第 5肋間隙, 鎖骨中線より約 1 cm内側) に装着した。また、
被験者の右上肢の肘周辺の静脈にテフロンカテーテル を[18F]FDG 投与のため






めに、すべての被験者に対して[18F]FDG 投与後から約 30 分後までの 30 分間に



















本研究では、各被験者における Task(with dog)条件および control条件に対応す
る 2回の PET測定を、先行研究にもとづき、およそ 2時間の間隔をあけて同一
日に実施した（double injection法）。この double injection法の基礎的な信頼性の
評価は、先行研究において、ダイナミックスキヤンと動脈採血を併用し、3 
compartmental model を用いて脳糖代謝率を算出する形で検証されている。解析


























ーパーコンピュータ SX-7 (株式会社 NEC、東京、日本) を用いて、Colsherフィ



















   Control 条件および Task(with dog)条件において、被験者の心理的ストレス



































ける心拍変動の周波数解析を実行した。これらの LF および HF パラメータは、
周波数帯と区別された。19) 
LFと HFの規格化値である(normalized LF：nLF)および(normalized HF：nHF)
は、それぞれ数式 nLF = LF × 100 / (LF + HF)、および nHF = HF × 100 / (LF + HF)
から求めた。また、nLFと nHFから、数式 HRV index = nLF/nHF を用いて HRV 
indexを求めた。20) 
ここで、(LF + HF)はパワーの総和(TP)を表している。 
 
3.6.2 [18F]FDG-PETデータ解析 













parametric mapping: SPM 5)ソフトウェアを用いた。21) 22) 
まず、PET脳画像における被験者間の解剖学的差異を最小化するために解剖学
的標準化を行った(spatial normalization)。標準化の手順としては、FDG脳テンプ
レート（Montreal Neurological Institute, McGill University, Montreal, Canada）を用
いて、アフィン変換および非線形変換を適用して標準化を行った。22) 
次に、ノイズとシグナルの比（S/N ratio）を向上させるために、脳画像の x,y,z















  Control条件および Task(with dog)条件の間の SRS-18スコアの群間比較は、
ノンパラメトリック検定（Wilcoxon の符号順位検定）を用いて行われ、有意差







解析不能となり、データ数は 10名分となった。Control条件および Task(with dog)
条件の比較における代表的なデータの一例を示す（図４）。Control 条件および
Task(with dog)条件の間の心拍数の経時的変化(HR)は、RR間隔を用いて評価した
(図４A)。また、Control条件および Task(with dog)条件に関する HRVスペクトル
解析（周波数領域結果）の結果では、HRV成分(LFと HF)および HRV index (LF/HF 
比)は、Control条件(図４Ba)とタスク条件(犬と共に)(図４Bb)の間で比較的安定で
あった。 
Control 条件および Task(with dog)条件における自律神経活動(交感および副交
感神経:nLF および nHF)の比較の結果を示す。心拍変動(HRV)の周波数領域の結
果は、nLF、nHFおよび nLFおよび nHF率(HRV index)として示す。周波数ドメ
イン解析の評価によると、nLF と nHF は対照 (nLF: 平均± S.D.： 0.6 ± 0.1; nHF: 
平均±S.D.: 0.4 ± 0.1) とタスク（犬と一緒）(nLF: 平均±S.D.: 0.6 ±0.1; nHF: 平均
±S.D.: 0.4 ± 0.1)の間で比較的安定していることがわかった。さらに、HRV指数
(nLF/nHF 比)は、安静対照とタスク（犬と一緒）の間で比較的一定であった[安
静時対照：平均±S.D.: 1.9 ± 1.1; タスク(犬と一緒):平均±S.D.: 2.2 ±1.4] (表 1)。HRV








い値を示した（p < 0.05）。個々の被験者(n=13)の SRS-18スコアを検討したとこ



















被験者 A：41歳女性、5人家族（本人、夫および子供 3人[女 3]）。番犬として
近所で生まれた柴犬 Mix の雌をもらいうけた。飼育年数は 8 年だが、子供の自
立を機会として心理的結合が強くなり、ここ 3 年ほど「家族の一員」として過
ごしている。 
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表２  安静時対照とタスク後（犬と一緒）での心拍変動（HRV） 
nLFおよび nHFの値および HRV指標(HRV指数：nLF/nHF)の測定値 






1 0.7 0.3 2.9 
2 0.6 0.4 1.3 
3 0.6 0.4 1.3 
4 0.5 0.5 1.1 
5 0.8 0.2 3.6 
6 0.6 0.4 1.6 
7 0.7 0.3 2.4 
8 0.8 0.2 3.4 
9 0.4 0.6 0.8 
10 0.5 0.5 1.0 














1 0.8 0.2 5.6 
2 0.5 0.5 1.0 
3 0.6 0.4 1.5 
4 0.6 0.4 1.4 
5 0.7 0.3 2.6 
6 0.5 0.5 1.2 
7 0.7 0.3 2.4 
8 0.5 0.5 1.0 
9 0.8 0.2 3.1 
10 0.6 0.4 1.8 
平均 (s.d) 0.6 (0.1) 0.4 (0.1) 2.2 (1.4) 








側 x, y, z (mm)  Z値   
中前頭回  8 L -24  38   46 3.32 
紡錘状回 20 R 36  -22  -24 4.31 
被殻  L -28   6   18 4.06 
視床  L -8   -8   14 3.43 















図１ Human-Animal Bondと Animal Therapy誕生の流れに関する模式図。 
Human-Animal Bond（HAB）は、コンパニオンアニマルの社会的認知の向上、
動物と触れ合うことで得られる効用を生活に活用しようという概念である。こ
の概念に基づき、International Association of Human Animal Interaction 
Organization (IAHAIO)が 1990年に設立された。その後、アニマルセラピーが
開始されたが、医療従事者が治療の補助を行う Animal Assisted Therapy 
(AAT：動物介在療法)と、動物とのふれあいにより生活の質の向上を図る Animal 




























(HRV)のデータ。安静時対照とタスク時（犬と一緒）の HR変化（心拍数）の経過を RR 間隔か
ら示す[A]。安静時対照(Aa) とタスク時（犬と一緒）(Ab) の間の RR 間隔時間経過は比較的一
定であることに注意。安静時対照とタスク時（犬と一緒）の HRVスペクトル解析(周波数ドメイ






































回(BA 20)(b) および皮質下構造(左被殻と視床)(c)において不活性化を示した (p < 0.001) 。しか
し、犬と一緒にいる時に活性化される領域は見つからなかった。 
